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研究開発２ 教育課程の編成 －グローバルラーニング（ＧＬ）－ 

 

１ 目的と期待される効果 

（１）目的 

普通科の教育課程において，地理歴史，公民に関する各科目の内容をグローバル・リーダ

ー育成の目的で編成し直した学校設定教科「グローバルラーニング（ＧＬ）」を設定する。当

該学校設定教科の学習を通して，日本と世界の諸地域の歴史・伝統や言語・生活・文化の地

域的特色への興味・関心を高め，基本的な概念や制度，人間の生き方等について理解を深め

るとともに，国際社会で活躍する上で必要な思考・判断・表現する能力，語学力，語彙力，

コミュニケーション能力を養う。 

（２）期待される効果 

   この科目の学習を通して，グローバルな社会課題に対する関心と解決に向けた意欲が高ま

り，探究心，コミュニケーション能力が身に付くことが期待できる。 

 

２ 内容 

次の①～⑥を学校設定科目として設定する。 

 ① ＧＬ世界史（世界史Ｂの代替）普通科１年 

 ② ＧＬ日本史（日本史Ｂの代替）普通科２年（選択）  

 ③ ＧＬ地理（地理Ｂの代替）普通科２年（選択） 

 ④ ＧＬ倫理（倫理の代替）普通科３年 

 ⑤ ＧＬ政治・経済（政治・経済の代替）普通科３年 

 ⑥ ＧＬアクティブ（原則として週時程外で実施）普通科１～３年 

 

３ 実施方法 

上記の①～⑥学校設定科目については，代替する科目の内容をグローバルな視点を重視して

見直し，積極的にＩＣＴ機器を活用して，アクティブ・ラーニングを取り入れて実施する。 

  なお，⑥「ＧＬアクティブ」は，国内グローバル研修，海外グローバル研修，大学や企業，

研究施設等における講義や講習等の出席状況や研修成果，活動状況等を評価に加え，単位を認

定する。 

  

４ 検証評価方法 

  入学した直後に普通科の生徒及び保護者に対して「グローバル・リーダー」に関するアンケ

ート調査を行う。１年後，２年後に同様のアンケート調査を行い，変容を見る。調査結果はＳ

ＧＨ運営指導協議会で検証し，評価する。また，教員にもアンケート調査を４月及び年度末に

行い，教員の意識の変容を見る。さらに，卒業時の大学進学実績をこれまでのものと比較検討

し，検証評価する。大学卒業後についても，追跡調査を行う。 

 

５  実施内容 

（１）「ＧＬ政治・経済」による「ＧＬ探究」との横断的授業 

生徒が「ＧＬ探究」の中で発表した課題研究を取り上げ，主権者教育の視点でＧＬ政治経済の
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授業を実施した。 

 

「ＧＬ政治・経済指導案」 

                                       

１ 実施時期  平成３０年６月中旬 

２ 対象クラス ３年普通科（7クラス） 

３ 使用教材 ・教科書「政治・経済」（東京書籍） 

       ・副教材「政治・経済 資料２０１８」（とうほう） 

       ・ＳＧＨ課題研究発表ＰＰＴ（生徒が 2年次の 3月校内課題研究発表会で発表したもの）

別添 

       ・ワークシート（１８歳選挙権に向けて(清水書院)，自作プリント，ルーブリック） 

        「私たちが拓く日本の未来」（総務省・文部科学省） 

４ 単元名   現代政治の特質と課題  

５ 単元目標 

民主政治の本質や現代政治の特質について把握し，政党政治や選挙などに着目して，望ましい政

治の在り方及び主権者としての政治参加の在り方について考察する。 

６ 単元全体の指導計画 

（１） 戦後政治と政党（１時間） 

（２） 選挙と政治意識（１時間）ＳＧＨ課題研究発表（8分）を含む 

（３） 世論と政治参加（１時間）本時 

７ 本時の目標  

（１） 前時の選挙と政治意識（特に若者）の授業を踏まえ，資料（新聞）に掲載されている憲法，経

済・社会保障，原発・復興，教育，外交・安全保障のマニフェスト要約から，各党の立ち位置

を読み取ることができる。 

（２） 投票の判断材料になる各政党の政策を新聞から比較・検討し，他者と話し合いながら自分の優

先すべき政策を選択できる。 

（３） 模擬投票をする前の話し合いを通して，互いの考えを深め，各党の政策を他国の政策と比較で

きる。 

８ 本時の指導展開 

段階 

（配当時間） 
具体的な評価規準 学習内容・学習活動 指導上の留意点 

導入 

（７分） 

 ・政治参加への意識を高める

ため，前時に発表してもらっ

たＳＧＨ課題研究発表（日本

の選挙をよりよくするには）

を確認するとともに，本時の

具体的な学習目標を知る。 

・本時の目標について簡潔に説

明する。 

ルーブリック及び資料を配付す

る。 

展開 

（３８分） 

・資料を読み，各政

党の政策を把握し主

体的に検討すること

ができている。（思

・資料（２０１７年衆議院議

員総選挙マニフェスト要約）

を各自読む。 

・各党のマニフェストのうち

・資料の中で自分が重要だと思

うテーマを決め，そのテーマの

各政党のマニフェストを比較さ

せる。 
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考・判断・表現，課

題解決能力） 

 

・資料を活用し，異

なる立場や考えを踏

まえて政策について

検討し，よりよい政

策について考えてい

る。（コミュニケー

ション能力，創造的

提案） 

自分の考えに近いものを選択

し資料に自分の考えを記入す

る。 

・グループに分かれ，自分の

関心のある政策と他の生徒の

関心のある政策の比較などを

通じて投票先の判断について

考えを深める。 

・各グループの代表者にグル

ープ内で出た意見を発表す

る。 

 

・意見交換をもとに模擬投票

する（今回の投票は政党（比

例区）のみ）。 

・机間指導により，随時アドバ

イスをする。 

 

・グループ内で意見交換をさせ

る。 

・意見交換の中で，自分の意見

が変わっても良いことを伝え

る。 

・他の人の意見も記入させる。 

・佐倉市選挙管理委員会の方と

各グループをまわり，指導・助

言を行う。 

・佐倉市選挙管理委員会の方に

投票の際の注意事項をお話しし

ていただく。（５分） 

まとめ 

（５分） 

 ・ルーブリック（自己評価）

を，次の時間に提出する。 

・選挙の原則（普通・平等・秘

密・自由）を確認する。 

・ルーブリック（自己評価）は，

次の時間までに記入するよう指

示する。 

 

９ ルーブリック 項目【 】は，本校で身に付けさせたい能力等である。 

資質・能力 S(4)
求めているレベル以上
である

A(3)
求めているレベルに達してい
る

B(2)
求めているレベルに概ね
達している

C(1)
求めているレベルにもう少しで
達する

評価材料

国家・社会の形成者として必要
な選択・判断を主体的に行
い、他者と協働しながら様々な
課題を解決していく力
【思考・判断・表現・情報活用
能力・コミュニケーション能力・
課題解決力】

投票の判断材料になる各政党
の政策を新聞から比較・検討
し、他者と話し合いながら自分
の優先すべき政策を選択でき
た。

投票の判断材料になる各政党
の政策を新聞から比較・検討
し、自分の優先すべき政策を
選択できた。

投票の判断材料になる各政党
の政策を新聞から比較・検討
できた。

投票の判断材料になる２つ以
上の政党の政策を新聞から比
較できた。

・新聞記事
・個人の政策・グループで
の話し合いと話し合い後の
クラス全体での発表

社会参画への意欲や態度 現
代社会に生きる人間としての在
り方生き方についての自覚
【コミュニケーション能力・創造
的提案】

模擬投票をする前の話し合い
を通して、互いの考えを深め、
４つの政策を他国の政策と比
較し、よりよい政策を提案でき
た。

模擬投票をする前の話し合い
を通して、互いの考えを深め、
自分でよりよいと思う政策を選
択できた。

模擬投票をする前の話し合い
を通して、互いの考えを深める
ことができた。

模擬投票をする前の話し合い
に参加することができた。

・資料
・個人の政策・グループで
の話し合いと話し合い後の
クラス全体での発表

評価

3年　ＧＬ政治経済　課題の発見・解決に向けた実践的な学習（模擬投票の授業）自己評価　　　　3年　　組　　番　氏名

項目に基づく全体評価　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全体評価　下のいずれかに〇をつけてください。
Sが1つ以上かつB,Cが０＝S（４）、Sが1かつCが０＝A（３）、Sが０かつCが１つ＝B（２）、Sが０かつCが２つ＝C（１）　　　S、A、B、C

模擬選挙を振り返ろう　１　実際の２０１７衆院選結果となぜ結果に差がでたか（出なかったか）
　　　　　　　　　　　　　 　２　 結果を受け手の自分の感想とグループの感想
　　　　　　　　　 　　　　　３　有権者になるに当たって考えたこと

 

 

※ 授業（前時）で生徒が発表した課題研究のスライド 
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（２）ＧＬアクティブ 

大学との連携，関係機関との連携，海外研修等に係るＧＬアクティブについては後の該

当箇所に記載し，ここでは，それ以外の実践を示す。 

ア 『世界高校生水会議「Water is Life 2018」』 

（ア）日 時 平成３０年７月２４日（火）～２８日（土） 

（イ）場 所 渋谷教育学園渋谷中学高等学校及び渋谷教育学園幕張中学高等学校 

（ウ）対 象 ４名（２年生希望者） 

（エ）目 標 海外の高校生とグローバルな課題について自分の考えをプレゼンテーショ

ンしたりディスカッションしたりすることで，他国の考え方を理解し課題研

究を深める一助とする。 

（オ）内 容 講演，ワークショップ，水に関する化学実験等に参加するとともに，世界

１８か国（１０７名）の高校生及び本校以外の日本の高校生２８名と水に関

するグローバルな課題について英語で議論するなどの活動を行った。３日目

は参加高校生がオーラルプレゼンテーション及びポスタープレゼンテーショ

ンを行った。本校生徒は，「Team RISKIT」として，「Preserving the Native 

Eco-System of the Inba Swamp」というテーマで発表し，印旛沼でナガエツ

ルノゲイトウという外来植物が繁殖し，水質汚染や生態系への悪影響のみな
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らず農業や洪水排水作業に支障をきたしていることを課題として取り上げ，

高校生ができる解決へ向けた取組について提案した。その結果，Stewardship

＆Polisy 部門で第３位であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 『高校生によるまちづくりワークショップ』 

（ア）日 時 平成３０年８月１０日（金） 

（イ）場 所 佐倉市役所 

（ウ）対 象 ７名（２年生希望者） 

（エ）目 標 地域の課題を理解し解決するための方法を考えることで，グローバル化と

地域の関係について理解を深めるとともに，課題研究の一助とする。 

（オ）内 容 「佐倉市総合計画策定のための高校生によるまちづくりワークショップ」

に参加し，「今後の佐倉市のために市役所がすべきこと，市民ができること」

というテーマのもと，市内の他の高等学校の生徒とともに付箋にアイデアを

書き出し，それらを模造紙に貼り，考えをまとめた。この活動を通じて，生

徒は佐倉市の状況を踏まえ，佐倉市をよりよくするための対策について考え

ることで，課題研究を深めることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 『醸造文化，地域活性化を学ぼう』 

（ア）日 時 平成３０年８月２２日（水）１２時３０分～１７時  

（イ）場 所 ちば醤油（株）（香取市） 

       佐原重要伝統的建造物群保存地区（香取市） 
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（ウ）対 象 １７名（１・２年希望者） 

（エ）目 標 醤油醸造工場ならびに重要伝統的建造物群保存地区を見学し，日本におけ

る醸造・発酵文化を通じた地域活性化について考察する。また，ハラール認

証を取得し，イスラム圏に輸出している醤油を通して日本の食品の可能性に

ついて考え，研究課題を見付ける一助とする。 

（オ）内 容 ちば醤油（株）では最初に生産ラインを見学し，原料加工の様子や伝統的

な木樽での仕込みの様子，出来上がった醤油を絞る過程などを見学させてい

ただいた。醤油を醸造するだけでなく，関連する製品の幅広さなどについて

解説していただいた。工場見学後の質疑応答では，伝統的な製法を守ること

の難しさ，ハラール醤油を開発し商品化した経緯や製造上の苦労などを伺う

ことができた。 

佐原重要伝統的建造物群保存地区では，建造物を保存しながら店舗や醸造

工場として活用している様子を見学した。また，それらが観光資源として地

域活性化に結びつけられている様子を学んだ。また，地域を紹介するパンフ

レットが複数の言語で作られている様子を見て，課題研究の発表の参考にな

ったという生徒も見られた。   

     

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


